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擬指数の観点からファノ多様体の構造研究を行った。特に、秋にフランスのコートダ

ジュール大学に2ヶ月半滞在した。また、その間にカリフォルニア工科大学内にある数

ー ＇学研究所(American Institute of Mathematics)での研究集会に招待され、講漬を行

った。そこでの講漬をきっかけに、国際共同研究を開始し、さまざまな結果が得られ

た。また、1年間の間に国内外で10件の講漬を行った。

擬指数が大きいファノ多様体について、ピカール数が2以上の場合にいくつかの分類

結果を得た。それらの結果は古典的にファノ指数に対して知られていた結果を擬指数

に一般化したものである。さらに、上記国際共同研究により、ファノ多様体の擬指数に

関する向井型予想を完全に解決した。ファノ多様体の森錐に関するStarrのquestion

に対する解答を得た。また、完全交叉に関する古典的なハーツホーン予想に関する結

果も得た。

向井型予想を解決したことにより、今後は3つの方向性が考えられる。 一つは向井型

予想の元になったファノ多様体の指数に関する古典的な向井予想の完全解決を目指

す方向である。二つ目は、向井型予想の解決に用いた一 般化対の枠組みにおいて、

向井型予想の 一般化を目指す方向である。これら二つの方向については国際共同研

究を引き続き行っている。三つ目はネフ接束をもつファノ多様体に関するCampana­

Peternell予想の解決を目指す方向である。これについては、2024年度には新しい結

果を得ることはできなかったが、過去の私の研究結果に関運して、重要な研究結果が

発表された。フランス滞在中はこの問題についてもホストの先生と議論を行った。より

具体的にはネフかつ巨大な接束をもつファノ多様体の等質性を示すことが目標であ

る。
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